
再評価結果（令和６年度事業継続箇所） 

 
                                 担 当 課：県北振興局道路建設第二課 

                                 担当課長名：山田 正史 

事業名 
主要地方道平戸田平線(向月工区) 

事業 
区分 主要地方道 

事業 
主体   長崎県 
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 延長 １．５６km 

事業概要 主要地方道平戸田平線(向月工区)は隘路および線形不良区間の解消により円滑な交通を確保し、産業の支援を 
図るとともに安全安心を確保することを目的としている。 
。 
 
 

Ｈ２４年度事業化 都市計画決定 なし Ｈ２５年度用地着手 Ｈ２９年度工事着手 

全体事業費 ３６.８億 事業進捗率 ４７％ 供用済延長 ０．０９km 

計画交通量  １１８２台／日 （Ｒ２２） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ １．０６ 総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  
(事業全体)   １．０６ 
 
(残事業)    ２．１６ 
 
 

    19.3/39.3億円 
事 業 費：18.9/38.9億円 
維持管理費： 0.4/ 0.4億円 

   41.8/41.8億円 
  走行時間短縮便益：37.8/37.8億円 
  走行費用減少便益： 3.8/ 3.8億円 
  交通事故減少便益： 0.2/ 0.2億円 

令和６年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=0.96～1.17（交通量 ±10%）【残事業】B/C=1.94～2.37（交通量 ±10%） 
      事業費変動 ：B/C=1.02～1.12（事業費 ±10%）     B/C=1.96～2.39（事業費 ±10%） 

事業期間変動：B/C=0.98～1.14（事業期間±2年）     B/C=1.99～2.29（事業期間±2年） 
 
 
 

事業の効果等  
・水産業の支援（道路整備により鮮魚運搬車の走行性を確保し、輸送効率化による産業の支援を図る） 
・生活道路としての機能強化（緊急医療、生活道路としての走行性向上及び代替路線の確保により災害時に
おける地域の孤立化が解消される） 
関係する地方公共団体等の意見  

平戸市より整備促進の要望が行われている。 

事業再評価監視委員会の意見  
－ 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 
 
 
 
 

 
 西九州自動車道松浦佐々道路の松浦IC～平戸IC間が令和7年度供用予定であり、宮之浦漁港で水揚げされた水
産物の都市部への輸送に係る効率化の支援が図られる。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は４７％で、用地進捗は１００％である。地元からの強い要望と水産業の支援

のためにも、事業を継続し令和８年度の完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
残土処分方法の変更やトンネルに関する変更等に伴い、事業費が増加しているが、令和８年度の事業完成

を目指し、今後も引き続き事業の進捗を図っていく。 

施設の構造や工法の変更等  
－ 

対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由  

事業の必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。 
事業概要図  

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

（整備後） 

標準断面図 

（現況） 

事業箇所 
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